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保育学生の ICT 経験と情報教育に関する調査  

―ICT 不安の観点から― 

 

 

伊  藤  夏  帆         瀬  々 倉  玉  奈  

((株 )オービック ビジネスコンサルタント)   (発達教育学部児童学科 ) 

 

 

保育現場における ICT の利活用が求められている。ところが、ICT 化が十分には進んでいないことが確認されている。

そこで、幼稚園教育実習及び保育実習における ICT 利活用の経験と ICT 利活用に関する印象との関係を調査した。

まず、実習において実際に ICT システムを使用した経験を持つ学生は他の学生に比して ICT 不安が低いことが確認

された。次に、ICT の利活用が実習園で無かったと認識している学生は ICT の利活用による期待度が高いにも関わら

ず、ICT 不安が高いことが明らかになった。また、1 回生時に履修する必修科目の「情報リテラシー基礎」に関する認識

について調査したところ、保育現場に即した実践的な学びを希望している学生が多いことが明らかとなった。  

 

キーワード：情報リテラシー，情報コンピテンシー,情報教育，保育， ICT 

 

 

1．保育ニーズの高まりと ICT の利活用  

 我が国では少子化問題が深刻化する一方で、女

性の就業率向上等に伴い保育ニーズが高まってい

る。待機児童の解消、女性の就業率上昇を踏まえ

た保育の受け皿の整備、地域の子育て資源の活用

を進めることを目標にして、2020 年 12 月 21 日に

「新子育て安心プラン」が公表され、4 年間で約 14

万人の保育の受け皿を整備するほか、地域の特性

に応じた支援、魅力向上を通じた保育士の確保、

地域のあらゆる子育て資源の活用を柱に各種取組

が推進されている。特に、保育人材の確保について

は、保育士の有効求人倍率は 2022 年 7 月時点で

2.21 倍と非常に高い数値となっており、保育人材の

確保は喫緊の課題と言える。東京都福祉保健局の

「平成 30 年度東京都保育士実態調査報告書」に

よると、退職意向の理由には「給料が安い」 (68.7％ )、

「 仕 事 量 が多 い 」 (61.9%) 、 「 労 働 時 間 が長 い 」

(47.4％ )等が挙げられており、保育士の業務負担の

軽減が強く求められていることは明らかである。 

 上述した状況を踏まえ、2015 年に文部科学省に

おいて「園務改善のための ICT 化支援事業」が、

2016 年には厚生労働省において「保育所等におけ

る業務効率化推進事業」が開始されるなどしており、

政 府 が 保 育 現 場 の ICT(Information and 

Communication Technology)導入を推進するように

なっている。経済産業省が 2018 年に提示した「保

育現場の ICT 化自治体手続等標準化検討会報告

書」でも、保育の ICT 化が進むことは、保育士等の

業務負担軽減に繋がり、さらに業務負担が軽減され

た分の時間を有効活用することで、保育の質の向上

が期待できるとしている。また、ICT 化によって子ども

の成長に関する情報をデータ化することで分析等に

も活用でき、科学的根拠に基づいて保育の質向上

に繋げていくことが可能となるとも考えられており、保

育現場の ICT 化が求められている。 

 ところが、依然として ICT 化に踏み切れない園が少

なくないのが現状である。これについて中津 (2021)は、

予算の問題、サービスを導入しても情報リテラシー

(l iteracy：情報を使いこなす知識や操作技術能力 )

や情報コンピテンシー (competency：情報化に対応

する能力 )が低いために十分活用されていないこと、

養成校の情報教育が情報リテラシーや情報コンピテ

ンシーの獲得につながっていないことなどが挙げられ

るとしている。 

 そこで、本研究では ICT に対する不安感やシステ

ムを使いこなすための機械操作能力の不足などの
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情報リテラシー及び情報コンピテンシーの不足を

「 ICT 不安」と総称し、保育者養成校における情報

教育に着目することとした。 

 

2．研究の目的と方法  

(1)目的  

 本研究では、大学で情報科目を履修した本学学

生が自身の受けた情報教育にどのような認識を持っ

ているのか、また、実習等で ICT を体験的に学ぶ機

会の有無などについて調査する。その調査結果をも

とに、保育学生の ICT 不安を解消して保育現場で

の積極的な利活用につなげるためには大学におい

て、どのような教育が必要かを検討することを目的と

している。 

 

(2)方法  

 本研究は以下の方法で実施した。 

調査期間：2022 年 10 月 28 日・29 日  

調査方法：Google フォームの無記名アンケート 

調査対象：調査時点で全ての実習を終えている本

学児童学科 4 回生を調査対象とした。児童学科 4

回生のグループ LINE で依頼したところ、104 名のう

ち回答者は 52 名であり、回収率は 50.0％であった。 

 本学児童学科の学生のうち、幼稚園教諭免許取

得希望者は 2 回、保育士資格取得希望者は 3 回、

両方の資格を取得する場合は計 5 回の実習を行っ

ている。また、本調査対象の学年は、入学時から全

学共通のノート PC を配布されている。1 回生時は通

常講義を受けており、2 回生時からコロナ禍によって

一時期は全授業がオンラインによって行われた学年

である。 

 アンケート項目は、経済産業省の「保育現場の

ICT 化・自治体手続等標準化検討会報告書」、糟

谷 (2019)の「幼児教育・保育施設における情報化

の現状と課題についての一考察」、中津 (2021,前掲

書 )の「幼児教育・保育現場への ICT 導入の現状と

課題 」を参考に以下のように構成した。実習での

ICT 体験に関する質問 6 問、ICT や自身の IT リテ

ラシーへの認識を問う質問 2 問、本学の情報科目に

関する質問 4 問、情報関連の授業に対する希望に

関する質問 5 問の計 17 問である。 

倫理的配慮：調査にあたり回答は無記名とし、調査

結果については、筆者らの管理下で研究に活用す

る可能性がある旨を明記した。 

 

3．結果  

(1)実習園での ICT 経験と ICT への認識  

 表 1 に学生が実習をした施設での ICT 利用状況

について示す (n=52)。本学児童学科学生の大半は

幼稚園教諭免許及び保育士資格を取得する。幼

稚園教諭免許取得希望者は、認定こども園を含め

た幼稚園で、幼稚園教育実習Ⅰ(指定園 )・幼稚園

教育実習Ⅱ(自己開拓園 )を履修する。また、保育

士資格取得希望者は、保育実習Ⅰ(指定保育所･

園 )・ (指定施設 )、保育実習Ⅱ(自己開拓保育所･

園 )または保育実習Ⅲ(自己開拓施設 )を履修する。

保育実習Ⅰ(指定施設 )については、18 歳以上を対

象とした施設が多く含まれているため、本調査では

対象外とした。どの実習を履修したか、どの園で ICT

の利活用が見られたかについての質問は、幼稚園

教育実習Ⅰ・Ⅱ、保育実習Ⅰ（指定保育所･園 )・Ⅱ

の選択肢を用意し複数回答とした。保育実習Ⅲに

ついては実習先の種類が多様であるため施設の種

類とともに自由記述での回答を求めた。また、これま

での実習全てを通して ICT が利用されていたかどう

かの認識についての質問は、「あった」 「なかった」

「わからない」の選択肢を挙げて 1 択回答としている。

なお、 ICT の有無ではなく、「有無の認識」としたの

は、実習園で ICT システムが導入されていたとしても、

学生がそれらを目にしていない場合が有りうると考え

たからである。幼稚園、保育園、こども園を比較する

と、幼稚園教育実習全体では 18.2％、保育実習全

体 では 21.3%、認 定 こども園 での実 習 全 体 では

36.0%の園で ICT の活用が認められ、中でも認定こ

ども園での利用率が一番高いことが明らかとなった。

しかしながら、先述の通り、ICT の有無についてはあ

くまでも学生が認識できたものが対象となっており、

学生が見ていないだけで実際には活用されている場

合もある点については留意する必要がある。 

 表 2 に実習先で認められた ICT の利活用の具体

例について尋ねた結果を示す。経済産業省が 2018

年に発表した「保育現場の ICT 化・自治体手続等

標準化検討会報告書 」で、保育事業者における

IoT/IT 技術の導入例として列挙している内容をもと 
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情報リテラシー及び情報コンピテンシーの不足を

「 ICT 不安」と総称し、保育者養成校における情報

教育に着目することとした。 

 

2．研究の目的と方法  

(1)目的  

 本研究では、大学で情報科目を履修した本学学

生が自身の受けた情報教育にどのような認識を持っ

ているのか、また、実習等で ICT を体験的に学ぶ機

会の有無などについて調査する。その調査結果をも

とに、保育学生の ICT 不安を解消して保育現場で

の積極的な利活用につなげるためには大学におい

て、どのような教育が必要かを検討することを目的と

している。 

 

(2)方法  

 本研究は以下の方法で実施した。 

調査期間：2022 年 10 月 28 日・29 日  

調査方法：Google フォームの無記名アンケート 

調査対象：調査時点で全ての実習を終えている本

学児童学科 4 回生を調査対象とした。児童学科 4

回生のグループ LINE で依頼したところ、104 名のう

ち回答者は 52 名であり、回収率は 50.0％であった。 

 本学児童学科の学生のうち、幼稚園教諭免許取

得希望者は 2 回、保育士資格取得希望者は 3 回、

両方の資格を取得する場合は計 5 回の実習を行っ

ている。また、本調査対象の学年は、入学時から全

学共通のノート PC を配布されている。1 回生時は通

常講義を受けており、2 回生時からコロナ禍によって

一時期は全授業がオンラインによって行われた学年

である。 

 アンケート項目は、経済産業省の「保育現場の

ICT 化・自治体手続等標準化検討会報告書」、糟

谷 (2019)の「幼児教育・保育施設における情報化

の現状と課題についての一考察」、中津 (2021,前掲

書 )の「幼児教育・保育現場への ICT 導入の現状と

課題 」を参考に以下のように構成した。実習での

ICT 体験に関する質問 6 問、ICT や自身の IT リテ

ラシーへの認識を問う質問 2 問、本学の情報科目に

関する質問 4 問、情報関連の授業に対する希望に

関する質問 5 問の計 17 問である。 

倫理的配慮：調査にあたり回答は無記名とし、調査

結果については、筆者らの管理下で研究に活用す

る可能性がある旨を明記した。 

 

3．結果  

(1)実習園での ICT 経験と ICT への認識  

 表 1 に学生が実習をした施設での ICT 利用状況

について示す (n=52)。本学児童学科学生の大半は

幼稚園教諭免許及び保育士資格を取得する。幼

稚園教諭免許取得希望者は、認定こども園を含め

た幼稚園で、幼稚園教育実習Ⅰ(指定園 )・幼稚園

教育実習Ⅱ(自己開拓園 )を履修する。また、保育

士資格取得希望者は、保育実習Ⅰ(指定保育所･

園 )・ (指定施設 )、保育実習Ⅱ(自己開拓保育所･

園 )または保育実習Ⅲ(自己開拓施設 )を履修する。

保育実習Ⅰ(指定施設 )については、18 歳以上を対

象とした施設が多く含まれているため、本調査では

対象外とした。どの実習を履修したか、どの園で ICT

の利活用が見られたかについての質問は、幼稚園

教育実習Ⅰ・Ⅱ、保育実習Ⅰ（指定保育所･園 )・Ⅱ

の選択肢を用意し複数回答とした。保育実習Ⅲに

ついては実習先の種類が多様であるため施設の種

類とともに自由記述での回答を求めた。また、これま

での実習全てを通して ICT が利用されていたかどう

かの認識についての質問は、「あった」 「なかった」

「わからない」の選択肢を挙げて 1 択回答としている。

なお、 ICT の有無ではなく、「有無の認識」としたの

は、実習園で ICT システムが導入されていたとしても、

学生がそれらを目にしていない場合が有りうると考え

たからである。幼稚園、保育園、こども園を比較する

と、幼稚園教育実習全体では 18.2％、保育実習全

体 では 21.3%、認 定 こども園 での実 習 全 体 では

36.0%の園で ICT の活用が認められ、中でも認定こ

ども園での利用率が一番高いことが明らかとなった。

しかしながら、先述の通り、ICT の有無についてはあ

くまでも学生が認識できたものが対象となっており、

学生が見ていないだけで実際には活用されている場

合もある点については留意する必要がある。 

 表 2 に実習先で認められた ICT の利活用の具体

例について尋ねた結果を示す。経済産業省が 2018

年に発表した「保育現場の ICT 化・自治体手続等

標準化検討会報告書 」で、保育事業者における

IoT/IT 技術の導入例として列挙している内容をもと 
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                表 1 実習履修状況と実習先での ICT の利活用有無の認識              人（ %）  

実 習 の種 類  実 習 履 修 者  人数（ %）  I C T 活 用 あり  人数（ %）  

幼 稚 園 教 育 実 習 Ⅰ  5 1  ( 9 8 . 1 )   6  ( 1 1 . 8 )  

幼 稚 園 教 育 実 習 Ⅱ  4 8  ( 9 2 . 3 )  1 2  ( 2 5 . 0 )  

幼 稚 園 教 育 実 習  小 計  9 9  ( 9 5 . 2 )  1 8  ( 1 8 . 2 )  

保 育 実 習 Ⅰ ( 保 育 園 )  3 9  ( 7 5 . 0 )   4  ( 1 0 . 3 )  

保 育 実 習 Ⅱ ( 保 育 園 )  2 2  ( 4 2 . 3 )   9  ( 4 0 . 9 )  

保 育 園 実 習  小 計  6 1  ( 5 8 . 7 )  1 3  ( 2 1 . 3 )  

保 育 実 習 Ⅰ ( こども園 )  1 4  ( 2 6 . 9 )   4  ( 2 8 . 6 )  

保 育 実 習 Ⅱ ( こども園 )  1 1  ( 2 1 . 2 )   5  ( 4 5 . 5 )  

こども園 実 習  小 計  2 5  ( 2 4 . 0 )   9  ( 3 6 . 0 )  

保 育 実 習 Ⅲ ( 児 童 館 )   3  (  5 . 8 )   0  (  0 . 0 )  

保 育 実 習 Ⅲ ( 児 童 発 達 支 援 施 設 )   3  (  5 . 8 )   2  ( 6 6 . 7 )  

保 育 実 習 Ⅲ ( 児 童 養 護 施 設 )   2  (  3 . 9 )   0  (  0 . 0 )  

保 育 実 習 Ⅲ ( 障 害 者 施 設 )   1  (  1 . 9 )   0  (  0 . 0 )  

保 育 実 習 Ⅲ ( 乳 児 院 )   1  (  1 . 9 )   0  (  0 . 0 )  

保 育 実 習 Ⅲ ( 母 子 生 活 支 援 施 設 )   1  (  1 . 9 )   0  (  0 . 0 )  

保 育 実 習 Ⅲ ( 施 設 の記 入 無 し )   1  (  1 . 9 )   0  (  0 . 0 )  

その他 の保 育 実 習  小 計  1 2  (  3 . 3 )   2  ( 1 6 . 7 )  

実 習 全 体 の合 計  1 9 7  ( 2 9 . 1 )  4 2  ( 2 1 . 3 )  

 

に選択肢を設け、複数回答可として回答を求めた。

全体の 38.5%で ICT の利活用が認められなかった一

方で、実習生が認識した使用率が特に高かったの

は、登園管理システム(利活用中 68.8%)であり、次い 

 

      表 2 ICT の利活用の具体例       人（ %）  

ICT の利活用 人数 利活用(％) 全体 (%) 

登園管理  22 68.8  42.3  

検温・体温記録  10 31.3  19.2  

日誌や保育計画の作成  9 28.1  17.3  

園だより等のお知らせ  8 25.0  15.4  

連絡帳   5 15.6   9.6  

園児の成長記録   5 15.6   9.6  

バス運行管理   4 12.5   7.7  

写真販売   4 12.5   7.7  

利用しているが内容ま

では不詳  
 3  9.4   5.8  

利用している園はなか

った(未利用 ) 
20 －  38.5  

で検温・体温記録 (19.2％ )、日誌や保育計画の作

成 (17.3％ )等での利活用が確認された。選択肢以

外の内容は自由記述で回答するよう求めたところ、

「午睡チェック」 「遊びコーナーの人数制限、遊びコ

ーナーの滞在時間、給食にかかった時間、園庭の

人数把握、その日の子どもたちの様子を保護者と共

有 (遊びコーナーの滞在時間などがみられる)」という

回答があった。 

 表 3 に実習園での ICT 体験として、実習中に施設

の ICT システムにどの程度触れたかについて回答を

求めた。ICT ツールを「実際に使わせていただいた」  

 

表 3 実習園での ICT 利活用経験  人（ %）  

実習における ICT 体験  人数  (%) 

実際に使わせていただいた   3 ( 5.8) 

見るだけにとどまった  14 (26.9) 

紹介はされたが見たり触ったりはし

なかった  
14 (26.9) 

利用しているかわからなかった、な

かった 
21 (40.4) 
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学生は 5.8％に過ぎなかった。一方、「利用している

かわからなかった、なかった」 と回 答 した学 生 が

40.4%であった。あくまでも学生が実習の中で認識し

た範囲であったとしても、保育現場において ICT の

利活用が活発におこなわれているとは言いがたい現

状が再確認された。 

 表 4 は表 3 の実習園での ICT 経験と ICT への認

識との関係を示す表である。ここで、ICT への認識の

内容については、糟谷 (2019,前掲書 )を参考にして

いる。ポジティブな印象として、「業務が効率化され

ると思う」「保育の質が向上すると思う」 「人為的なミ

スが減りそう」という選択肢を設けた。ネガティブな選

択肢としては、「情報漏洩などセキュリティの心配が

ある」 「使いこなせるか不安」 「メリットや必要性がわ

からない」 「費用がかかりそう」 「保護者への直接的

な対応の機会が減りそう」「柔軟な対応ができなくな

りそう」という選択肢とした。 

 ICT 利活用で「業務が効率化されると思う」と回答

している学生は 92.3％にも達している。また、この他

のポジティブな印象の「人為的なミスが減りそう」が

51.9％、「保育の質が向上すると思う」が 48.1％と約

半数の学生が回答している。一方、ネガティブな印

象の項目の中でも、「メリットや必要性がわからない」

「柔軟な対応ができでなくなりそう」の二項目の回答

については 0.0％である。ネガティブな印象の中では

「情報漏洩などセキュリティの心配がある」と「使いこ

なせるか不安」が共に 30.8%と相対的に高くなってい

る。 

 

(2)情報科目についての認識  

 以下に､本学で開講されている情報科目について

の保育学生の認識について調査した結果を記す。

本学児童学科では、「情報リテラシー基礎」が情報

科目の唯一の必修科目である。第 1 筆者やアンケ

ート調査対象の 4 回生が履修した 2019 年度の主な

内容としては、コンピュータの基礎、タイピングや情

報管理、情報収集とメディアリテラシー、Office 系ソ

フトの基礎、コンピュータシステムとコミュニケーション

ツール、問題解決とロジカルシンキング、アルゴリズム

等が扱われていた。授業の中で覚えているものを問

う質問では、調査対象の 4 回生が回答しやすいよう、

第 1 筆者がシラバスを閲覧する前に、自身の記憶を

基に「タイピング」「Office 系ソフトの使い方」「著作、

などサイバー犯罪」といった項目を作成し、その他に 

 

                 表 4 ICT 利活用経験と ICT への認識との関係                     人（ %）  

 
実際に使わせ

ていただいた  

見るだけに

とどまった  

紹介はされたが

見たり触ったり

はしなかった  

利用している

かわからなか

った、なかった 

合計  

項目毎の回答者数  人数  (%) n = 3  n = 1 4  n = 1 4  n = 2 1  n = 5 2  

業務が効率化されると思う 2 (66.7) 13 (92.9) 13 (92.9) 20 (95.2) 48 (92.3) 

保育の質が向上すると思う 1 (33.3)  6 (42.9)  8 (57.1) 10 (47.6) 25 (48.1) 

人為的なミスが減りそう 2 (66.7)  7 (50.0)  6 (42.9) 12 (57.1) 27 (51.9) 

情報漏洩などセキュリティの心

配がある  
1 (33.3)  1 ( 7.1)  3 (21.4) 11 (52.4) 16 (30.8) 

使いこなせるか不安  0 ( 0.0)  4 (28.6)  3 (21.4)  9 (42.9) 16 (30.8) 

メリットや必要性がわからない 0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  0 ( 0.0) 

費用がかかりそう 1 (33.3)  1 ( 7.1)  4 (28.6)  5 (23.8) 11 (21.2) 

保護者への直接的な対応の

機会が減りそう 
0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  7 (33.3)  7 (13.5) 

柔軟な対応ができなくなりそう 0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  0 ( 0.0)  0 ( 0.0) 
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る。 
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科目の唯一の必修科目である。第 1 筆者やアンケ

ート調査対象の 4 回生が履修した 2019 年度の主な

内容としては、コンピュータの基礎、タイピングや情
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フトの基礎、コンピュータシステムとコミュニケーション

ツール、問題解決とロジカルシンキング、アルゴリズム

等が扱われていた。授業の中で覚えているものを問

う質問では、調査対象の 4 回生が回答しやすいよう、

第 1 筆者がシラバスを閲覧する前に、自身の記憶を
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情報漏洩などセキュリティの心

配がある  
1 (33.3)  1 ( 7.1)  3 (21.4) 11 (52.4) 16 (30.8) 
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表 5 ｢情報リテラシー基礎｣の授業内容の記憶  

授業内容の記憶  人数  (%) 

タイピング 50 (96.2) 

アプリの操作方法  49 (94.2) 

情報に関する法律・権利  29 (55.8) 

サイバー犯罪  20 (38.5) 

 

ついては自由記述で回答するよう求めた。 

 表 5 に上記の手順で尋ねた「情報リテラシー基礎」

の授業内容で記憶しているものを尋ねた結果を示す。

「タイピング」や Word、Excel、Power Point などの「ア

プリの操作方法」では、それぞれ 96.2％、94.2％が

記憶しているとした一方で、著作権など「情報に関

する法律・権利」は 55.8％、フィッシング詐欺など

「サイバー犯罪」は 38.5％となっている。なお、自由

記述でその他の内容を回答した者はいなかった。 

 次に、「情報リテラシー基礎」の授業内容と保育現

場との関係について 5 件法で尋ねた結果を記す。こ

の項目の作成にあたっては、中津 (2021,前掲書 )の

調査を基に第 1 筆者が独自に作成した。 

 表 6 は授業｢情報リテラシー基礎｣について得点の

高い方から、「 とてもそう思 う (5 点 )」 、「 そう思う (4

点 )」、「どちらとも言えない(3 点 )」、「そう思わない(2

点 )」、「全くそう思わない」 (1 点 )とする 5 件法で印象

を尋ねた結果である。「保育の現場で役に立つと思

う」についての平均値が 4.1 ポイントに対して、「授業

だけでは保育の現場に出たときに不安がある」も 3.8

ポイントとなっており、「情報リテラシー基礎」の授業

内容は役に立つが、それだけでは不安であると読み

取ることができる。 

 では、その不安解消のために、必修科目以外の選

択科目について履修するなどの対応行動に出てい

るのだろうか。本学では表 7 に示すように情報系の

選択科目が数多く開講されているが、履修したのは 

 

                            表 6 授業内容の評価                          人（ %）  

 

とても 

そう思う 

人数 (%) 

そう思う 

人数 (%) 

どちらとも 

言えない 

人数 (%) 

そう 

思わない 

人数 (%) 

全くそう 

思わない 

人数 (%) 

Ave. SD 

保育の現場で役に立つと思う 14 (26.9) 30 (57.7)   7 (13.5) 1 ( 1.9) 0 ( 0.0) 4.1 0.69 

授業の内容で十分である  4 ( 7.7) 18 (34.6) 24 (46.2) 6 (11.5) 0 ( 0.0) 3.4 0.79 

授業だけでは保育の現場に出

たときに不安がある 
11 (21.2) 24 (46.2) 10 (19.2) 7 (13.5) 0 ( 0.0) 3.8 0.94 

 

表 7 京都女子大学児童学科で履修可能な情報系の選択科目  

情 報 系 の選 択 科 目  内 容  

情報リテラシー応用  
Office 系ソフトの応用・実践的な操作、情報活用のための文書表現や数値

分析、ビジュアル表現  

情報コミュニケーション A IT パスポート試験 (テクノロジー系 )の対策  

情報コミュニケーション B IT パスポート試験 (マネジメント系 )の対策  

情報コミュニケーション C IT パスポート試験 (ストラテジー系 )の対策  

情報コミュニケーション D パソコン検定 3 級～2 級を目指したパソコン・OS 知識の習得  

情報コミュニケーション E パソコン検定 3 級～2 級を目指したネットワーク・セキュリティ系知識の習得  

情報コミュニケーション F 2 次元・ 3 次元の CG の処理とデザイン  

情報コミュニケーション G MS-Access を用いたリレーショナルデータベース 

情報コミュニケーション H 
Web を通してデータベースを利用するためのシステムのつくり方 (HTML、

CSS、PHP)、API の仕組み・利用プログラム 

 

保育学生の ICT経験と情報教育に関する調査

－ 195 －



― ―

僅か 名であり、その内の 名は途中で履修を中止

している。

表 に回答者自身の リテラシー 情報処理能力

や ツールを操作する能力等 に関する自信の程

度を自信の高い順に、｢とても自信がある 点 ｣、

「自信がある 点 」、｢どちらとも言えない 点 ｣、

｢自信がない 点 ｣、｢とても自信がない 点 ｣とする

件法で尋ねた結果を示す。 リテラシーに自信が

あると回答した学生は僅か ％に過ぎず、自信が

ないと回答した学生は ％に及んでいる。なお、

「とても自信がある」「自信がある」と回答した 名と、

情報系の選択科目を履修した 名とは重複してい

ない。

表 に情報系の選択科目を履修しなかった理由

表 リテラシーに対する自信

自 信 人数

とても自 信 がある

自 信 がある

どちらとも言 えない

自 信 がない

とても自 信 がない

平 均

偏 差

有効回答

について尋ねた結果を示す。「授業の存在は知って

いたが興味がなく履修していない」と回答した学生が

％に達している。

では、保育学生は、どのような内容が含まれる情報

教育科目を希望しているのだろうか。表 に情報関

連の授業内容に対する希望について、表 と同様

に 件法で尋ねた結果を示す。第 筆者の経験か

ら、「 システムを実際に使う授業が欲しい」、「ク

ラスだよりや、卒園式などで使う のスライ

ドの作り方など実務で使える技能を教えてほしい」、

「情報漏洩やサイバー犯罪の対策についてもっと知

りたい」、「データ分析についてもっと知りたい」という

表 選択の情報科目を履修しなかった理由

情報 リテラシーの履修状況 人数

授業の存在は知っていたが興味

がなく履 修 していない

興味はあったが授業やテストが面

倒 で履修 していない

履修 したかったが他の授業 との関

係で履修できなかった

そのような授業があることを知 らな

かった

履修 した

表 情報関連の授業内容に対する希望

とても

そう思う

人数

そう思う

人数

どちらとも

言えない

人数

そう

思わない

人数

全くそう

思わない

人数

システムを実 際 に使 う授 業

が欲 しい

クラスだよりや卒 園 式 などで

使 用 するスライドの作 り方 な

どの実 務 的 な技 能 を教 えて

欲 しい

セキュリティ対 策 をもっと知 り

たい

データ分 析 についてもっと知

りたい
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思わない

人数

システムを実 際 に使 う授 業

が欲 しい

クラスだよりや卒 園 式 などで

使 用 するスライドの作 り方 な

どの実 務 的 な技 能 を教 えて

欲 しい

セキュリティ対 策 をもっと知 り

たい

データ分 析 についてもっと知

りたい
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表 11 実務的な授業の必修･選択の希望  

必修・選択  人 数  ( % )  

必修授業  22 (42.3) 

選択授業  30 (57.7) 

 

表 12 選択でも受けたいか 

選択でも受けたいか 人数  (%) 

選択授業であっても履修したい 29 (55.8) 

選択授業であれば履修しない 21 (40.4) 

未回答   2 ( 3.8) 

 

項目を設定し、それぞれの希望度について 5 件法で

回答を求めた。希望度の最も高い度合いを 5 点、最

も低い度合いを 1 点として、当てはまる程度を選択

するよう求めている。「クラスだよりや、卒園式などで

使う PowerPoint のスライドの作り方など実務で使え

る技能を教えて欲しい」が 4.2 ポイントで最も高くなっ

ているが、いずれの項目も 3.9 ポイント以上と高ポイ

ントであり大差は無い。 

 表 11 に、もしも実務的な授業が開講された場合の

扱いについて、必修または選択の別を尋ねた結果を

示す。 

 表 12 では、さらに選択授業として開講された場合、

どの程度履修したいか尋ねた結果を示す。履修希

望者が高いとの予測を裏切り、学生の 40.4％が「選

択授業であれば履修しない」と回答している。 

 表 13 に実務的な授業が開講されるとしたら、何回

生で履修したいか尋ねた結果を示す。「 3 回生」の

34.6%、「2 回生」の 23.1%「何回生でもよい」と「1 回

生」が同数の 15.4％ある。 

 

表 13 履修したい学年  

学年  人数  (%) 

1 回生   8 (15.4) 

2 回生  12 (23.1) 

3 回生  18 (34.6) 

4 回生   6 (11.5) 

何回生でもよい  8 (15.4) 

 

4．考察  

 2． (1)で述べたように、本稿の目的は、大学で情報

科目を履修した本学学生は自身の受けた情報教育

にどのような認識を持っているのか、また、実習等で

ICT を体験的に学ぶ機会はあったかどうか等につい

て調査することである。さらに、保育学生の ICT 不安

を解消して保育現場での積極的な利活用につなげ

るためには大学においてどのような教育が必要かを

検討することである。 

 以下に、実習での ICT 経験、情報教育での学び

について考察した上で、ICT 不安の解消について検

討する。 

 

(1)実習での ICT 経験  

 本稿の 3． (1)において、保育実習及び幼稚園教

育実習における ICT 経験について調査した。 

 表 1 の「実習履修状況と実習園での ICT 利活用

有無の認識」において、幼稚園、保育園、こども園

の種類別では、こども園の利用率が高いことが明ら

かとなっている。「子ども園」という新たな制度のもと

で施設等を整備した際に ICT システムが導入される

場合が多いのではないかと推察された。 

 また、幼稚園教育実習、保育実習ともに、Ⅰよりも

Ⅱの方が、ICT の利活用が認められたと回答した割

合が 2 倍程度に増加していることから、2 度目の実

習では 1 度目以上に実際の業務を見せていただい

た可能性が示唆された。加えて、コロナ禍の影響で

調査対象である児童学科 4 回生の大半の保育実

習の実施時期が 1 年度分繰り上がっている。保育

実習Ⅰと幼稚園教育実習Ⅰを行ったのは 2021 年

度の 3 回生時、幼稚園教育実習Ⅱと保育実習Ⅱと

を行ったのは 2022 年度の 4 回生時であった。なお、

通常は、保育実習Ⅰを２回生時に、保育実習Ⅱを 3

回生時に行っている。コロナ禍によって、年々ICT の

導入が進んでいったこととも実習Ⅰよりも実習Ⅱの方

が ICT の利活用がより多く認識されるようになった原

因の一つではないかと考えられる。 

 表 3 の「実習園での利活用経験」の調査結果から

は、あくまでも学生が実習の中で認識した範囲では

あったとしても、保育現場において ICT の利活用が

活発におこなわれているとは言いがたい現状が再確

認されている。 

 従って、これから新しく保育現場に臨むこととなる

保育学生には、保育現場における ICT 利活用のフ

保育学生の ICT経験と情報教育に関する調査
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ァシリテータとなることが自ずと求められると言ってよ

い。 

 保育者となるための保育現場での実習において、

実際に ICT を使用した経験がある学生は、園での

ICT の利活用に対してネガティブな印象よりもポジテ

ィブな印象を持つ割合が大きく上回っていた (表 3･

4)。実際にシステムに触れることで、業務効率化や

人為的ミスの減少などについて実感を持つことがで

きたことが理解できる。また、「使いこなせるか不安」

というネガティブな項目を選択した回答者は皆無で、

実習という短期間であっても簡単に利活用が可能で

あったと推測される。 

 表 5 からは、実習で自らは ICT を使用しておらず、

実際の利活用の様子を見たり説明を受けたりといっ

た形に止まっている場合であっても、実習園で利活

用の実際を知ることで、ICT 導入の価値を実感して

いることが伺える。 

 一方で、表 3 において、「実際に使わせていただい

た」と回答した者には皆無だった「使いこなせるか不

安」 (表 4)という項目について、表 5 では 28.6%の学

生が該当していると答えている。ICT 不安は、リテラ

シーの不足のみならず、コンピテンシーとの関係が影

響することが示唆される結果である。ICT 利活用にあ

たっては、十分な説明や研修が必要であることが確

認できる。 

 第 2 筆者は、「保育実習Ⅱ」の統括責任者を務め

てきた。保育実習Ⅱでは、保育実習Ⅰの経験を踏ま

えた上でより深く実践的に保育を学ぶこと、加えて多

様な保育の在り方についても学ぶことが求められて

いる。これまで、実習園に依頼する際には、「ご事情

の許す範囲で」と断った上で、実習生に学ばせて頂

きたい内容を具体的に記している。ここに、ICT の利

活用についての内容を加えることが必要であると考

えられる。 

 
(2)情報教育  

 本学の児童学科の学生が 1 回生で履修する必修

科目「情報リテラシー基礎」の授業内容について調

査している。「保育の現場で役に立つと思う」につい

ての平均値は 4.1 と高ポイントである一方、「授業だ

けでは保育の現場に出たときに不安がある」も 3.8 ポ

イントと拮抗しているという特徴的な結果が認められ

ている(表 6)。これは、情報リテラシーという観点から、

情報に関する知識や操作技術は保育現場で大い

に役に立つと感じる一方で、実際に使いこなすこと

が出来るかどうか、つまり、コンピテンシーに関しては

不安であると解釈できる。 

 

(3)ICT 不安  

 ICT の積極的な利活用にあたっては、ICT リテラシ

ーとコンピテンシーが相補的に作用する。本調査の

結果からは、リテラシーにさえ自信がない者が目立ち、

ICT を使いこなす能力であるコンピテンシーに至って

はかなりハードルが高いことが理解できる。 

 一方で、実習においては、実際に ICT を自分では

利活用しておらず、システムを見たり説明を聞いたり

する経験をしたのみであても、 ICT の利活用につい

てポジティブな印象をもつことが分かっている(表 5)。 

 さらには、実習園での ICT 利活用状況は不明、も

しくは無かったと認識している者であってさえ、ネガテ

ィブな印象よりもポジティブな印象が上回っている(表

6)。ただし、情報漏洩への心配や使いこなせるか不

安だとする項目は、実際に ICT を使用したり、説明

やシステムを見たりしただけであっても経験している

者と比較すると高い傾向にある。 

 このように考えると、より保育現場に添った ICT リテ

ラシー教育と共に、コンピテンシーを意識した実践的

な経験を積むことができる教育が必要である。保育

学生の情報リテラシーやコンピテンシーの向上、活

性化は、情報教育分野の科目担当者のみならず、

保育・幼児教育に携わる教員にも問われている課

題であると言ってよい。 

 実際に園で ICT を使った学生、見るだけにとどまっ

た学生、見たり触れたりすること無く紹介にとどまった

学生、利用しているかわからなかった学生の 4 グル

ープに分けて、ICT に対する認識を調査した(表 4)。

その結果、ポジティブな印象もネガティブな印象も、

ICT を使用させていただいた学生よりも園での ICT

経験が無い学生の方が高くなる傾向を示した。 ICT

への期待値は高いものの、実際に使用したり、保育

者が使用しているのを見学したりはしていないことに

より、使いこなせるかどうかの不安や、保護者との直

接的な対応の減少に対する懸念、セキュリティ等へ

の心配が強い傾向が認められた。 

京都女子大学教職支援センター研究紀要（第６号）
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 本学の情報科目に対する認識としては、本学唯一

の情報科目必修授業である情報リテラシー基礎の

授業を 84.6%の学生が「保育の現場で役に立つと思

う」とする一方で、「授業の内容が十分である」に対

しては 42.3%と半減し、「授業だけでは保育の現場に

出たときに不安がある」と感じている学生は 67.4%に

達している(表 6)。これらのことから、児童学科の学生

には、情報リテラシーの授業に加え、保育現場に活

かせる内容を補う科目が求められていることが理解

できる。 

 自分の IT リテラシーについての認識を問う質問で、

自信が無いとする学生が 43.2%にも及ぶのに対して

自信があるする学生は僅か 5.9%に過ぎず、多くの学

生が ICT 不安を抱えていることが明らかとなった(表

8)。 

 ところが、情報系の選択授業を自ら履修している

学生は 52 名中わずか 3 名 (5.8%)であり、そのうち 1

人は「履修したが難しく途中でやめた」と回答してい

る(表 9)。内容が発展的であり、IT リテラシーに自信

がある学生でなければ難しいものになっていることが

示唆された。このことは、保育学生の 86.6%が求めて

いる「クラスだよりや卒園式などで使用するスライドの

作り方などの実務的な技能を教えて欲しい」との希

望にマッチする選択科目が用意されていないことか

らも裏付けることができる(表 10)。 

 学生にとって選択授業を履修するか否かの要因と

してシラバスが挙げられる(表 7)。しかしながら、本学

の情報科目のシラバスの授業内容や到達目標には、

専門的な用語が多用されている傾向が認められる。

調査当時、システムエンジニアを目指していた第 1

筆者などの情報分野に精通している学生でなけれ

ば、一読しただけではどのような授業であるのか理解

しづらい内容なのではないかと推察される。これが、

保育学生の多くが情報科目の選択授業に興味を

持てなかった一つの要因と考えられる。情報技術に

精通していない学生であってもその内容が理解でき、

保育現場に活かせる内容を扱う授業があれば、これ

から保育者となる保育学生の ICT 不安は解消され、

今後の保育現場における ICT 利活用のファシリテー

ターとしての役目も果たせ得るのではないかと考えら

れる。例えば、「情報リテラシーPowerPoint 実践」、

「情報リテラシーWord 実践」などの科目が考えられ

る。 

 

5．結論  

 保育現場における ICT の利活用の活性化には、

将来、保育学生が保育現場のファシリテェターとなる

ことが望まれる。保育学生の ICT リテラシーを向上さ

せ、コンピテンシーを活性化させるには、実習先にお

ける ICT の利活用についても実習園への依頼内容

に含めることも一案である。あわせて、保育・幼児教

育に携わる教職員の ICT リテラシーやコンピテンシ

ーの向上が求められている。 
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